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議事録 

会議名 令和 6年度第 2回久留米市子ども・子育て会議 乳幼児期・子育て部会議 議事録 

日時 令和 6年 10月 21 日（月）19：00 

場所 久留米市本庁舎 3 階 303会議室 

出席者 麻生委員、足立委員、今村委員、江崎委員、椛島委員 

関委員、津村委員、西野委員、早川委員、村井委員 10 名 

欠席者 0名 

傍聴者 0名 

次第 １ 開会 

２ 報告 

 (１)こども・若者ワークショップの実施結果について 

３ 議事 

 (１)(仮称)久留米市こども計画(骨子案)について 

４ その他 

(１) 次回以降のスケジュールについて 

５ 閉会 

 

 

１ 開会 

久留米市子ども・子育て会議条例第 9条第 4項の規定に基づき、会議成立 
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事務局 

２ 報告 

（１）こども・若者ワークショップの実施結果について 

＜資料１について事務局説明＞ 

 

＜質疑応答＞ 

 こども・若者ワークショップを実施した結果、久留米市として具体的にどのよ

うな行動を起こしていくのか。子どもたちの意見が参照されていく久留米市だと

いう認識を子どもたちに持ってもらえたら、より前に進むと思う。 

 

 こども計画に反映させていきたいと考えている。これから意見をいただき、個

別の事業にどのように生かしていくかを考える。まずは、今回いただいたご意見

も含めて計画の取り組みを強化していきたい。 

 

 可能であれば、計画策定後にその内容やこども・若者ワークショップに参加し

た子どもたちの個々の意見や参加感想をホームページに掲載することによって、

他の人がそれを知ることができる。そういった声をさらに広げていただけると良

いと思う。 

 

 この計画はホームページで公表しており、資料についても公表予定である。発
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 信の仕方についても少し工夫しながら、今後考えていきたい。 
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３ 議事 

 (１)(仮称)久留米市こども計画(骨子案)について 

＜資料２について事務局説明＞ 

 

＜質疑応答＞ 

 居場所づくりが重要なテーマであるが、実際に久留米市にはどのくらいの居場

所が存在するのかを聞きたい。 

 

 子育て中の方々が地域で交流できる場所について、市が把握している数として

は 42か所ある。今後は、この居場所に地域の方が取り組む子ども食堂や地域コミ

ュニティセンターなどを利用された取組なども含めることを想定している。その

意味では、現段階ではまだ十分に把握できていない。 

 

 このような居場所の情報を久留米市のホームページで見られるような試みは、

今後予定されているのか。 

 

 ホームページにはそれぞれの事業ごとに情報が掲載されているが、1 か所を見

ただけでは全体を理解することが難しい。現状では情報が不十分であり、改善が

必要であると認識している。 

 

 子育て中の方が交流できる 42か所について、具体的にはどのような場所かを教

えてほしい。また、基本目標 8ページ（1）にある「きめ細かな配慮を必要とする

子育て家庭の支援」において、ヤングケアラーは含まれるのか。また、障害のあ

る子どもだけでなく、親が障害を持っている場合の支援体制はどのようになって

いるのか。これらが含まれていないなら、そういった詳細も盛り込むべきだと思

う。 

 

 子育て中の方が利用できる居場所の具体的な内容については、笑顔プランの冊

子 6 ページに主な事業として地域子育て支援拠点事業が記載されている。この中

に子育て交流プラザ、児童センター、地域子育て支援センターが含まれており、

これらの行政施設を指している。また、9 ページには地域で子育てを支え合う活

動の促進について、地域コミュニティセンターで実施されている小学校区ごとの

子育てサロンも 42か所に含まれている。 

 資料 2－1の 8ページの基本目標 4（1）について、ヤングケアラーは（4）困り

ごとを抱える子どもへの支援に含まれている。ただし、大きな枠組みとしてこの

基本目標の中に含まれていることを理解していただきたい。 

 親に障害がある家庭の悩みについては、ヤングケアラーのような悩みがある場
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合にはヤングケアラー支援に該当する。基本的にこの計画はこども・若者中心と

するので、そのこども・若者が抱える困りごとに対応する切り口の支援となる。 

 

 市の政策については、ホームページを検索しないとわからない状況にあるため、

父親が子育て支援情報をキャッチできる方法を今後考えたいと思う。何か案があ

れば、ぜひご意見をいただきたい。 

 

 情報発信が課題となっている。行政が施策を行っていても、実際に利用されて

いない、知られていないというのは大きな問題である。今回の計画では、こども・

若者・子育てを支え合う地域づくりの中で、結婚や子育てに関する啓発・情報発

信の強化を掲げている。よりしっかりと取り組む必要があると考えている。 

 

 目につくのは六ツ門の屋外ビジョンであり、子育てサロンの情報が流れるとわ

かりやすいと思う。 

 

 情報発信については、自分が困っていて検索しないと、情報にたどり着けない

と感じる。例えば、スマホを使用する機会が多いので、ニュースやゲームの際に

テロップで情報が流れてくると自然と目に入ると思う。テレビの CM などと同様

に、六ツ門の屋外ビジョンが目に飛び込んでくると、情報に辿り着ける。また、

自分はそんなに深刻ではない、相談するほどでもないと考えてしまうことが多い

ため、そのような情報発信ができればと思う。 

 

 施設についての情報が広まっていないことは非常に残念である。我々は独自に

SNS やインスタグラム、通信を利用しているため、市外から検索して来られる方

も多い。しかし、出産や赤ちゃん訪問の際に個別に支援が説明されるにもかかわ

らず、その情報が届いていない理由について考えさせられる。そして、インスタ

グラムを活用することで、できる限り情報を広め、相談が必要だと感じる前に外

に出るきっかけを提供できるよう、またそこから交流にも自然と繋がるよう、ス

タッフも気を使いながら親子に接している。 

 

 施設の情報を知らない背景には、あまり関わりがないため情報が見えなくなる

ことがあると思う。 

 

 私たちもインスタグラムを使用して情報発信に努めている。子育てをしている

お母さんたちは、基本的にインスタグラムでのやりとりが主流である。最近、N高

からの取材依頼があり、その情報源もインスタ検索からのものであった。子ども

に発達障害がある保護者の中には、放課後デイサービスを利用することで生活が

楽になったが、そこに辿り着くまでに多くの労力を要した者もいる。ホームペー

ジの情報が見やすくなればさらに良いと思う。また、インスタを使う人が多いの
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で、使い方を学べる機会を設けたり、情報発信に柔軟性を持った姿勢を示しても

らえれば、保護者も情報にアクセスしやすくなると考える。 

 

 インスタグラムやインターネットは若い世代には非常に有用である。久留米市

が実施している子どもの予防接種については、ホームページでの周知が行われて

いるが、紙ベースのはがきも個別に送付して、リマインドを行っている。そのよ

うな従来の手法も重要であると考えている。また、予防接種の公費助成について

も、子どもたちが久留米市に来やすくなる一つの方策である。 

 最年少の子どもが 3 歳になるお母さんの就業率が 70%にもかかわらず、3歳児健

診には 95%以上が参加しているのは、お母さんたちが子どもを大事に思っている

証である。そのような何か含まれたらいいのではと思う。 

 

 他の計画でも同様であるが、法律が制定され計画が始まる。しかし、プラン期

間の 5 年が終わると見直しの時期が訪れ、問題を抱えながら進んでいくときに、

また次の見直しの時期がきて、と繰り返される。お母さんの困り事や子どもに関

する問題が解決されず、困っている人が減少しない。相談を受けた際に、どこに

相談すればよいのか悩む人も多い。子ども子育てサポートセンターに紹介したケ

ースもあるが、ニーズが多すぎて抱えきれなくなっている。幼児教育研究所への

通所には半年待ち、久留米大学病院の診察も 1 年待ちで、紹介状がなければ受診

できない、療育が始まるまでにさらに１年かかることがある。 

 学校に行けない子どもたちは、幼稚園や保育園にも通えなかった時期がある。

突然学校に行けなくなるわけではなく、幼稚園や保育園で取組があったり相談を

受けたりしたケースがあり、そこの部分がもっと必要だと思う。 

 計画は様々なヒアリングやアンケートを基に素晴らしい内容となっているが、

どのようにこれらのケースを解決できるのか事例を検証すれば、見えてくるもの

があるのではないかと思う。 

 

 年齢ごとの切れ目や支援機関間のサービスの切れ目により、支援が進まないケ

ースや多くの課題を抱え支援が進まないケースが多々あると認識している。この

点については、これまでも取り組んできたが、進んでいない現状もあり、切れ目

のない支援をどう実現していくかを考えていく必要があると考える。 

 

 困り事を抱えた人が相談に来た際に、法律や部署の違いによって縦の切れ目だ

けでなく横の切れ目が存在し、やりづらさやうまく進まない状況がある。 

 

 その問題に対して、国が推進している 5 歳児健診が解決策の一つになると考え

ている。5歳児健診では、学校に馴染めない発達障害の子どもを早期に発見し、幼

児教育研究所への紹介など支援を行っていくもの。ただし、始めるには医師やサ

ポートの専門職のマンパワーが必要である。この取り組みが成功すれば、重要な
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一歩となるはずである。 

 

 法律や計画は、通常の生活の中ではアクセスすることが少なく、困っていると

きには必要な情報に辿り着くことが難しい。妊娠届出時も情報が多いため、整理

してもらえると助かる。また、必要な情報は人によって異なるため、保健師の数

を増やし、アウトリーチ活動を強化することで、個別支援ができるようにしてほ

しいと思う。困っている人は、自らの困難に気づかない場合が多いので、その点

に配慮した支援が重要である。どこにも繋がっていない人がどこかに居場所を確

保しやすいように、身近な人に相談できる窓口をコミセン単位等で作ったり、校

区担当の保健師を増やしたり、取りこぼされていそうな人たちを救済してもらい

たい。 

 

 情報を効果的に届ける人員や職員の数を増やすことは、この計画だけでは難し

いが、情報が届き、実際の支援に繋がる形での取り組みを進めなければならない

と考えている。何らかの形で、この計画にも出していきたい。 

 

 産後に保健師が初対面で訪問し、「何か困っていませんか」と声をかけるが、困

り事に気づかないお母さんたちも多い。お母さんたちは常に頑張っているため、

みんな頑張っているので、こんなことは言えないと思い込むこともある。初対面

では心の内を話しにくいことが多いため、数回の面会を通じて徐々に信頼関係を

築き、支援の案内ができると良いと思う。困っていることが解決されると、その

後も他の相談先に繋がるかもしれない。私自身もそのような支援を求めているた

め、ぜひ検討していただきたい。 

 

 

 

 

４ その他 

（１）次回以降のスケジュールについて 

＜資料３について事務局説明＞ 

 

意見なし 

 ５ 閉会 


